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上町断層帯の市内西側に見られる変形ゾーンの性状について
Characteristics of Subsurface flexure of Uemachi Fault in the Osaka City area
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１．はじめに
　上町断層は，大阪平野の中心にほぼ南北に伏在する断層である。長さ約 42kmで，層帯の東側が西側に乗り上げる逆

断層として評価されている。大阪盆地を囲む周辺の活断層とともに大阪府や大阪市の地震被害想定の対象活断層でもあ
る。しかしながら，大部分が人工改変された都市部に伏在しているため，最新イベントや平均活動間隔等の情報の精度
の低い活断層である。
　京都大学防災研究所が，平成 22年度より新たに 3ヵ年計画として，上町断層帯について，地震規模及び長期的な発

生時期の予測精度の高度化，断層帯周辺における地殻活動の現状把握の高度化，強震動の予測精度の高度化を目的とし
た重点的な調査観測を実施するための文部科学省による研究委託事業「上町断層帯における重点的な調査観測」に関し
て，中心となって取り組んでいる。
本研究では，大阪市内の西側に新たに確認された変形ゾーンの活動性を検討するために，実施したボーリング調査に

よる変位量検討について報告する。

２．ボーリングデータによる地表付近における変形ゾーンの変形量調査
　上町断層の西側に見られる，桜川撓曲や住之江撓曲はこれまでの考えでは，あくまでも上町断層の派生断層と考え

られてきた。しかしながら，1960年代に実施されたODシリーズのボーリングなどのデータから考えられたMa3層の変
形は南北性のトレースを持つ従来からの上町断層では顕著に見られるが（Ikebe et al, 1060など），地表付近では地形の
影響を受けて，最近の活動がわかりにくい。これに対して，西大阪側には Ma12層と呼ばれる上部更新統の海成粘土層
が大きく変形していることが，表層部にて実施される施工時の工学ボーリングを中心に集められた 2万本のボーリング
データベース（GI-base：関西圏地盤情報ネットワーク所有）によって明らかにされた（北田他，2012）。
　本研究では，この西側に見られる変形ゾーンにおける活動性を検討した。この研究は，文部科学省平成２３年度科

学技術基礎調査等委託事業「上町断層帯における重点的な調査観測」によって実施されたものであり，JR難波駅付近で
平成 22年に実施したもの（北田ほか，2012），住之江付近で平成 23年に実施した結果を総合して考察する。
桜川撓曲の南側に位置する JR難波駅付近では，表層のボーリングデータベースから，従来の上町断層部よりも西側で

蛇行状に分布するブロック部で UMH22-1ボーリングを掘削し，東側の上町台地上の夕陽丘ボーリング，西側の北津守
ボーリングの結果と対比を行った。掘進長は約 120mで砂と粘土の互層からなる（北田ほか，2012）。一方，住之江撓曲
部においては H23年度にボーリング調査を実施した。地下鉄住之江公園駅西側において，ボーリングデータベースを基
に検討を行い，撓曲通過部を挟んで，60mと 100mの掘削を行い対比した。いずれも，都市部のため，公共用地である
公園にて実施した。

３．概略調査と検討結果
　 UMH22-1では，6枚の火山灰を確認した。分析の結果，5枚は広域火山灰に対比することができた。それぞれ，小

瀬田火山灰，樋脇火山灰，中之島火山灰，八町池�火山灰，八町池火山灰であった。各火山灰層は大阪層群内にて，Ma
ナンバーの対比に利用されるものであるため，下位より，Ma5，Ma6，Ma8層に対比した。上部の 2枚の粘土層は，Ma
ナンバーを決定するために，炭素年代測定や潜在火山灰層の確認を行い，Ma12層およびMa13層を決定した。

UMH23-1では，5枚の火山灰層を確認した。この地域は比較的砂質であり，海成粘土層もシルト質なものもある。分
析の結果，それぞれ，アカホヤ火山灰，KIX18-1-62火山灰，加久籐火山灰，BT74に対比することができた。
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